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開きドア各部名称
片開きドア

３次元調整蝶番 ピボット蝶番（上部） ピボット蝶番（下部）

1 2 3

親子ドア

1 3

4

5

7

6

7３次元調整蝶番タイプ ピボット蝶番タイプ

調整ストライク

5

調整ストライク
（子ドア側）

6

フランス落し（子ドア側）

7

ピボット
蝶番

（上部）

2

調整
ストライク

レバー
ハンドル

フランス落し 
 （子ドア側）

調整ストライク
 （子ドア側）

３次元
蝶番 ピボット

蝶番
（下部）

1
３次元
蝶番

フランス落し 
 （子ドア側）

レバーハンドル

4 ラッチ

ファインモーション機構

8

片開きドア（ファインモーション機構付き）

8
ファイン
モーション
機構

簡単な調整方法Q＆A　開きドア
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　蝶番の左右調整

　蝶番の前後調整

　蝶番の上下調整

　蝶番の左右調整

開
き
ド
ア

　ドア本体が枠や床に当たる。ドア本体と枠のすき間が一定にならない。Q

　蝶番の調整（上下・前後・左右）を行ってください。Ａ

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

【ドア本体が上枠や床に当たっている場合】

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

【ドア本体が縦枠に当たっている場合】

　蝶番の前後調整

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

前に出すぎ 後ろに引っ込みすぎ

後ろに引っ込みすぎ 前に出すぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

左によりすぎ 右によりすぎ

【ドア本体が前後に傾いている場合】

後 
前 

上 

下 

左 

右

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 
※蝶番は必ず上下2枚とも調整を
行ってください。

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：上に1ｍｍ
左回し：下に3ｍｍ

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

後 
前 

上 

下 

左 

右

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

後 
前 

上 

下 

左 

右

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

① インサートベースカバーを外します。
② 蝶番固定ビスを4本とも緩めます。
③ 前後調整カムを回して、目盛りを目安に位 
 置を決めます。左右どちらに回しても前後 
 調整が可能です。
④ 調整終了後は蝶番固定ビスを締め、
 インサートベースカバーを取り付けます。

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

※上下調整は下用蝶番のみとなります。

※１目盛りで約0.5mm動きます。

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：上に2ｍｍ
左回し：下に2ｍｍ

調整範囲（長い目盛り線位置より）
後ろ（戸当たり側）に2ｍｍ
前に2ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：後ろ（戸当たり側）に1.5ｍｍ
左回し：前に1.5ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：左（レバーハンドル側）に2ｍｍ
左回し：右（蝶番側）に2ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：左（レバーハンドル側）に2ｍｍ
左回し：右（蝶番側）に2ｍｍ

上下調整ビスを回してドア本体を上
下に調整します。

前後調整ビスを回してドア本体を前後に調
整します。

上下調整ビスを回してドア本体を上
下に調整します。

左右調整ビスを回してドア本体を左右に調
整します。

左右調整ビスを回してドア本体を左右に調
整します。
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　蝶番の上下調整

　蝶番の前後調整

　蝶番の左右調整

室
内
ド
ア

　蝶番の左右調整

　蝶番の前後調整

カ
ウ
ン
タ
ー

シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

　親子ドアのドア本体同士がずれている。ドア本体同士や枠に当たる。Q

　蝶番の調整（上下・前後・左右）を行ってください。Ａ

前に出すぎ
後ろに引っ込みすぎ

左によりすぎ右によりすぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

【親子のドア本体同士が合わない場合】

【ドア本体同士や枠に当たっている場合】

【ドア本体が前後に傾いている場合】

前に出すぎ
後ろに引っ込みすぎ

左によりすぎ右によりすぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

前に出すぎ
後ろに引っ込みすぎ

左によりすぎ右によりすぎ

上がりすぎ

下がりすぎ

後 
前 

上 

下 

左 

右

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 
※蝶番は必ず上下2枚とも調整を
行ってください。

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：上に1ｍｍ
左回し：下に3ｍｍ

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

後 
前 

上 

下 

左 

右

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

後 
前 

上 

下 

左 

右

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

① インサートベースカバーを外します。
② 蝶番固定ビスを4本とも緩めます。
③ 前後調整カムを回して、目盛りを目安に位 
 置を決めます。左右どちらに回しても前後 
 調整が可能です。
④ 調整終了後は蝶番固定ビスを締め、
 インサートベースカバーを取り付けます。

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

※上下調整は下用蝶番のみとなります。

※１目盛りで約0.5mm動きます。

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：上に2ｍｍ
左回し：下に2ｍｍ

調整範囲（長い目盛り線位置より）
後ろ（戸当たり側）に2ｍｍ
前に2ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：後ろ（戸当たり側）に1.5ｍｍ
左回し：前に1.5ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：左（レバーハンドル側）に2ｍｍ
左回し：右（蝶番側）に2ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：左（レバーハンドル側）に2ｍｍ
左回し：右（蝶番側）に2ｍｍ

上下調整ビスを回してドア本体を上
下に調整します。

前後調整ビスを回してドア本体を前後に調
整します。

上下調整ビスを回してドア本体を上
下に調整します。

左右調整ビスを回してドア本体を左右に調
整します。

左右調整ビスを回してドア本体を左右に調
整します。

簡単な調整方法Q＆A　開きドア
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　②蝶番の前後調整

　①ストライクの前後調整

開
き
ド
ア

　ラッチがガタガタする。ラッチがかからない。Q

　①ストライクの調整を行ってください。
　②ドア本体が前後に傾いている可能性がありますので、蝶番の調整を行ってください。Ａ

後 
前 

上 

下 

左 

右

前後調整ビスにより、ドア
本体を前後に調整します。

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

ストライク 
前後調整ビス 

 
 

ラッチがストライクの中でガタつく場合	：右に回す。
ラッチがかからない場合 	 ：左に回す。

　表示錠・間仕切錠の鍵を外から解錠したい。Q

　室外側から次の操作で解錠することができます。Ａ

室内側 室外側 

コイン 

凹部 表示錠・間仕切錠では、コインなどを使用してレバーハンドル上部に
ある凹部を回転させると、解錠することができます。

①	インサートベースカバーを外します。
②	蝶番固定ビスを4本とも緩めます。
③	前後調整カムを回して、目盛りを目安に位	
	 置を決めます。左右どちらに回しても前後	
	 調整が可能です。
④	調整終了後は蝶番固定ビスを締め、
	 インサートベースカバーを取り付けます。

３次元調整蝶番の場合

ピボット蝶番の場合

※１目盛りで約0.5mm動きます。

調整範囲（長い目盛り線位置より）
後ろ（戸当たり側）に2ｍｍ
前に2ｍｍ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：後ろ（戸当たり側）に1.5ｍｍ
左回し：前に1.5ｍｍ

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

前後調整

左右調整

上下調整

戸当たり

インサートベースカバー 

前後調整カム

蝶番固定ビス

左右調整ビス 

目盛り線

上下調整ビス 

左右調整

前後調整

上下調整

右回し
右へ（ハンドル側）

左回し
左へ（蝶番側）

上下調整ビス 

前後調整ビス 

左右調整ビス 

右回し
後ろへ
（戸当たり側）

左回し
前へ

右回し
上へ

左回し
下へ

調整範囲（出荷基準位置より）
右回し：後ろ（戸当たり側）に2ｍｍ
　　　　※親子ドアのストライクは2.5ｍｍ
左回し：前に4ｍｍ
　　　　※親子ドアのストライクは2mm

前後調整ビスを回してドア本体を前後に調
整します。

前後調整ビスを回してストライク位置を調整します。
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　ファインモーション機構がうまく作動せず、ゆっくり閉まらない。Q

　ファインモーション金具の調整を行ってください。Ａ

　ファインモーションカバーの取り外し・取り付け方法

調整ビス 調整ビス 

①ストライカーの調整ビスを緩めてください。

ストライカー 

調整治具 

②ストライカーに手を添えながらゆっくりとドアを閉めていき、ファイ
ンモーション本体に取り付けてある調整冶具に挿入してください。

調整ビス 

③ドアが閉まった状態でストライカーがある程度固定
されるまで、調整ビスを軽く締めてください。

④ドアをあけてストライカーが動かないように手で押さ
えながら調整ビスを最後まで締めてください。

 

調整治具 

⑤調整冶具を取り外してドアを閉め、再びドアをあけ
てください。

 
 

カム 

⑥ストライカーにファインモーション本体のカムが引っ
掛かり、カムが出てきます。再度ドアを閉めた際にド
アがゆっくりと閉まるようになれば調整完了です。

強制復帰機能

カムが出てこない状態カムが出てこない状態
使用している間にファインモーション本体
カムが出てこなくなり、ファインモーション
が機能しなくなった場合はドアを閉めた
状態でカバー穴（右図参照）にドライバー
等を差し込み復帰ボタンを押してください。
ストライカーにカムが引っ掛かり、ファイン
モーションの機能が回復します。

復帰ボタン復帰ボタン

※ ドアを閉め、カバー穴にドライバー等を
差し込み、復帰ボタンを押してください。

エンドキャップエンドキャップ

取り付けビス取り付けビス

エンドキャップエンドキャップ

①ファインモーションカバー両端のビスをはずし、エンドキャップを取り外してください。

ファインモーションカバーファインモーションカバー

ファインモーションベースファインモーションベース

②ファインモーションカバーを外す前に、必ずカムを手でファインモーション本体に押し戻してください。
カムを押し戻さずにファインモーションカバーを外そうとするとカバーが破損しますのでご注意ください。

エンドキャップエンドキャップ

取り付けビス取り付けビス

エンドキャップエンドキャップ

ファインモーションカバーファインモーションカバー

カムカム

※手で押し戻してください。 

　ファインモーション金具の調整

ファインモーションカバーを取り付ける場合は、取り外しと逆の手順でおこなってください。

簡単な調整方法Q＆A　開きドア

カム

ストライカーファインモーションカバー

エンドキャップ




